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則
島
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行
規
則
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指
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定
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文
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用
委
告
示

島
根
県
収
用
委
員
会
告
示
の
左
横
書
き
の
実
施
等
に
関
す
る

規
程

一
一

公
布
さ
れ
た
条
例
等
の
あ
ら
ま
し

◇
島
根
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
一
〇
三
号
）

一

規
則
の
概
要

1

県
民
税
配
当
割
及
び
県
民
税
株
式
等
譲
渡
所
得
割
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
次
の
改

正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

（ ）1

検
税
吏
員
の
指
定
（
第
三
条
関
係
）

（ ）2

督
促
状
の
様
式
に
係
る
改
正
（
第
二
十
八
号
様
式
そ
の
一
関
係
）

（ ）3

更
正
（
決
定
）
通
知
書
の
様
式
の
追
加
（
第
九
十
号
の
四
様
式

第
九
十
号
の
五
様
式

関
係
）

2

そ
の
他
規
定
の
整
理

二

施
行
期
日

平
成
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

規

則

島
根
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

島
根
県
規
則
第
百
三
号

島
根
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

島
根
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
島
根
県
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
条
中
「
法
第
七
十
一
条
の
二
十
三
」
の
下
に
「
、
法
第
七
十
一
条
の
四
十
四
、
法
第
七
十
一
条
の

六
十
四
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
法
第
七
十
一
条
の
十
七
第
一
項
」
の
下
に
「
、
法
第
七
十
一
条
の
三
十
八
第

一
項
、
法
第
七
十
一
条
の
五
十
八
第
一
項
」
を
、
「
法
第
百
九
十
八
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
法
第
二
百

五
十
一
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
の
表
第
十
号
中
「
第
十
五
条
の
三
」
を
「
第
十
五
条
の
五
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

平成15年12月 2 日 第1,527号島 根 県 報

毎
週
火

金
曜
日
発
行

〇

〇

第
一
、
五
二
七
号

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日

（
火
曜
日
）
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第
二
十
八
号
様
式
そ
の
一
裏
面
の
（ ）1
中
「鉱

区
税

」
の
次
に
「

狩
猟
者
登
録
税

入
猟
税

」
を
加

え
、
同
様
式
裏
面
の
（ ）2
中
「県

民
税
利
子
割

」
の
次
に
「

県
民
税
配
当
割

県
民
税
株
式
等
譲
渡
所

得
割

」
を
加
え
る
。

第
九
十
号
の
二
様
式
中
「

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

21
22

」
を

「

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

」
に
改
め
、
同
様
式
の
記
入
要
領
の
3
中
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1
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社
債
利
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銀
行
預
金
利
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3
銀
行
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外
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預
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収
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貯
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収
益
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配

9
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財
形
貯
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益
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募
証
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投
資
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収
益
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分
配
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募
公
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債
等
運
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投
資
信
託
の
収
益
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分
配

13
社
債
的
受
益
証
券
の
収
益
の
分
配

14
国
外
公
募
投
資
信
託
等
の
収
益
の
分
配

15
特
定
投
資
法
人
の
投
資
口
の
配
当
等

16
懸
賞
金
付
預
貯
金
等
の
懸
賞
金
等

17
定
期
積
金
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給
付
補
て
ん
金

18
掛
金
の
給
付
補
て
ん
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抵
当
証
券
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利
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金
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等
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替
差
益

22
一
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養
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一
時
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差
益

」

を
「
1
公
社
債
利
子

2
銀
行
預
金
利
子

3
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
の
預
貯
金
利
子

4
勤
務
先
預
金
等
の
利
子

5
合
同
運
用
信
託
の
収
益
の
分
配

6
公
社
債
投
資
信
託
の
収
益
の
分
配

7
郵
便
貯
金
利
子

8
公
募
公
社
債
等
運
用
投
資
信
託
の
収
益

の
分
配

9
国
外
公
社
債
等
の
利
子
等

10
財
形
貯
蓄
契
約
に
係
る
生
命
保
険
等
の

差
益

11
私
募
公
社
債
等
運
用
投
資
信
託
の
収
益

の
分
配

12
社
債
的
受
益
証
券
の
収
益
の
分
配

13
国
外
私
募
公
社
債
等
運
用
投
資
信
託
等
の

収
益
の
分
配

14
懸
賞
金
付
預
貯
金
等
の
懸
賞
金
等

15
定
期
積
金
の
給
付
補
て
ん
金

16
掛
金
の
給
付
補
て
ん
金

17
抵
当
証
券
の
利
息

18
貴
金
属
等
の
売
戻
条
件
付
売
買
の
利
益

19
外
貨
建
預
貯
金
等
の
為
替
差
益

20
一
時
払
養
老
保
険
一
時
払
損
害
保
険
等

の
差
益

」

に
改
め
る
。

第
九
十
号
の
三
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。
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十
二

法
第
七
十
一
条
の
三
十
二
第
四
項
、
法
第
七
十
一

条
の
三
十
五
第
五
項
又
は
法
第
七
十
一
条
の
三
十
六
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
配
当
割
の
更
正
又
は
決
定
の
通
知

県
民
税
配
当
割
更
正
（
決
定
）
通
知

書
（
第
九
十
号
の
四
様
式
）

十
三
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七
十
一
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五
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二
第
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項
、
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七
十
一
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五
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又
は
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七
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一
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五
十
六
第

四
項
の
規
定
に
よ
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株
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等
譲
渡
所
得
割
の
更
正
又
は

決
定
の
通
知

県
民
税
株
式
等
譲
渡
所
得
割
更
正
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決
定
）
通
知
書
（
第
九
十
号
の
五

様
式
）
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第90号の 4様式（第36条関係）

第 号

年 月 日

様

島根県松江総務事務所長 印

県民税配当割更正（決定）通知書

次のとおり課税標準額及び税額の更正（決定）並びに加算金額の決定をしたので通知します。不足税額及び加算

金額並びに不足税額に対する延滞金額を納期限までに納入（納付）してください。

特別徴収義務者番号
特別徴収義務者

処 理 区 分

年度 年 月分 特定配当等の種類

申 告 納 入 期 限 年 月 日

当 初 申 告 書 提 出 年 月 日 年 月 日

加算金決定の対象となる申告 年 月 日 申告分

1 地方税法第71条の32第 1 項の規定による。

2 地方税法第71条の32第 2 項の規定による。

3 地方税法第71条の32第 3 項の規定による。

4 地方税法第71条の35第 1 項の規定による。

更正（決定）の理由 5 地方税法第71条の35第 2 項の規定による。

6 地方税法第71条の35第 3 項の規定による。

7 地方税法第71条の35第 4 項の規定による。

8 地方税法第71条の36第 1 項の規定による。

9 地方税法第71条の36第 2 項の規定による。

この処分について不服があるときは、この通知書を受け取つた日の翌日から起算して60日以内に、行政不服審

査法第 4条の規定により、知事に審査請求をすることができます。審査請求書は、 2通をなるべく当事務所を経

由して提出してください。
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区 分 更正（決定）額 既に納入の確定した額 過 不 足 額

特定配当等の額 円 円 円
税 額 等

税額（％） A

対象不足金額

過少申 加算金（ ％）①

告加算 加算対象金額

金 加算金（ ％）②

加

算

金

計（①＋②） B

不申告 基 本 税 額

加算金 加算金（ ％） C

重加算 基 本 税 額

金 加算金（ ％） D

過 不 足 額 （再 掲）

本 税（Ａ） 円

過少申告加算金（Ｂ）

不申告加算金（Ｃ）

重 加 算 金（Ｄ）

合 計

不足税額及び加算金額の納期限

年 月 日

※ 延滞金の計算方法
1 延滞金は、次の算式により計算してください。
（1） 不足税額の納期限まで又は不足税額の納期限の翌日から 1月を経過する日までに納入される場合

不足税額×0.073× 申告期限の翌日から納入の日までの期間の日数
365

（2） 不足税額の納期限の翌日から 1月を経過する日後に納入される場合

不足税額×（0.073×

申告期限の翌日から不足税額の納期限までの期間及び不足税額
の納期限の翌日から 1月を経過する日までの期間の日数（ａ）

365

＋0.146× 申告期限の翌日から納入の日までの期間の日数－（ａ）365 ）

2 0.073（年7.3％の割合）は、当該期間の属する各年の前年の11月30日を経過する時における公定歩合に
年 4％の割合を加算した割合が年7.3％の割合に満たない場合は、当該公定歩合に年 4％の割合を加算した
割合になります。

3 不足税額に1,000円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てて計算してください。また、不足
税額の全額が2,000円未満であるときは、延滞金を計算する必要はありません。

4 延滞金に100円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨ててください。また、延滞金の全額が
1,000円未満であるときは、延滞金を納付する必要はありません。
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第90号の 5様式（第36条関係）

第 号

年 月 日

様

島根県松江総務事務所長 印

県民税株式等譲渡所得割更正（決定）通知書

次のとおり課税標準額及び税額の更正（決定）並びに加算金額の決定をしたので通知します。不足税額及び加算

金額並びに不足税額に対する延滞金額を納期限までに納入（納付）してください。

特別徴収義務者番号
特別徴収義務者

処 理 区 分

年度 年 月分

申 告 納 入 期 限 年 月 日

当 初 申 告 書 提 出 年 月 日 年 月 日

加算金決定の対象となる申告 年 月 日 申告分

1 地方税法第71条の52第 1 項の規定による。

2 地方税法第71条の52第 2 項の規定による。

3 地方税法第71条の52第 3 項の規定による。

4 地方税法第71条の55第 1 項の規定による。

更正（決定）の理由 5 地方税法第71条の55第 2 項の規定による。

6 地方税法第71条の55第 3 項の規定による。

7 地方税法第71条の55第 4 項の規定による。

8 地方税法第71条の56第 1 項の規定による。

9 地方税法第71条の56第 2 項の規定による。

この処分について不服があるときは、この通知書を受け取つた日の翌日から起算して60日以内に、行政不服審

査法第 4条の規定により、知事に審査請求をすることができます。審査請求書は、 2通をなるべく当事務所を経

由して提出してください。
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区 分 更正（決定）額 既に納入の確定した額 過 不 足 額

特定株式等譲渡
所得金額

円 円 円

税 額 等
税額（％） A

対象不足金額

過少申 加算金（ ％）①

告加算 加算対象金額

金 加算金（ ％）②

加

算

金

計（①＋②） B

不申告 基 本 税 額

加算金 加算金（ ％） C

重加算 基 本 税 額

金 加算金（ ％） D

過 不 足 額 （再 掲）

本 税（Ａ） 円

過少申告加算金（Ｂ）

不申告加算金（Ｃ）

重 加 算 金（Ｄ）

合 計

不足税額及び加算金額の納期限

年 月 日

※ 延滞金の計算方法
1 延滞金は、次の算式により計算してください。
（1） 不足税額の納期限まで又は不足税額の納期限の翌日から 1月を経過する日までに納入される場合

不足税額×0.073× 申告期限の翌日から納入の日までの期間の日数
365

（2） 不足税額の納期限の翌日から 1月を経過する日後に納入される場合

不足税額×（0.073×

申告期限の翌日から不足税額の納期限までの期間及び不足税額
の納期限の翌日から 1月を経過する日までの期間の日数（ａ）

365

＋0.146× 申告期限の翌日から納入の日までの期間の日数－（ａ）365 ）

2 0.073（年7.3％の割合）は、当該期間の属する各年の前年の11月30日を経過する時における公定歩合に
年 4％の割合を加算した割合が年7.3％の割合に満たない場合は、当該公定歩合に年 4％の割合を加算した
割合になります。

3 不足税額に1,000円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てて計算してください。また、不足
税額の全額が2,000円未満であるときは、延滞金を計算する必要はありません。

4 延滞金に100円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨ててください。また、延滞金の全額が
1,000円未満であるときは、延滞金を納付する必要はありません。
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附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
島
根
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
用
紙
で
こ
の
規

則
の
施
行
の
際
現
に
残
存
す
る
も
の
の
う
ち
取
繕
い
が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ

れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

告

示

島
根
県
告
示
第
千
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
に
よ
る
医

療
扶
助
を
担
当
す
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
号
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

島
根
県
告
示
第
千
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
林

の
指
定
を
す
る
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示

す
る
。平

成
十
五
年
十
二
月
二
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

保
安
林
の
所
在
場
所

出
雲
市
西
神
西
町
字
市
場
五
五
、
五
六
、
六
一
、
一
六
五
一
の
一
、
一
六
五
一
の
二
、
一
六
五
二
、

一
六
五
四
、
一
六
五
四
の
一
、
一
六
五
五

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

（ ）一

立
木
の
伐
採
の
方
法

1

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

2

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

（ ）二

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島
根
県
庁
及
び
出
雲
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。
）

島
根
県
告
示
第
千
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
林

の
指
定
を
す
る
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示

す
る
。平

成
十
五
年
十
二
月
二
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

保
安
林
の
所
在
場
所

簸
川
郡
佐
田
町
大
字
大
呂
七
三
四
、
三
一
〇
二
の
三
九
、
三
一
〇
二
の
七
八
、
三
二
〇
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

平成15年12月 2 日 第1,527号島 根 県 報

医
療
機
関
の
名
称

所

在

地

指

定

年

月

日

大
石
内
科
医
院

浜
田
市
黒
川
町
一
一
五－

一

平
成
十
五
年
十
一
月
十
九
日

あ
け
ぼ
の
調
剤
薬
局

益
田
市
あ
け
ぼ
の
西
町
一
五

番
八
号

平
成
十
五
年
十
一
月
七
日

プ
ラ
タ
ナ
ス
薬
局

平
田
市
平
田
町
九
五
三－

九

平
成
十
五
年
十
一
月
十
一
日
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（ ）一

立
木
の
伐
採
の
方
法

1

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

2

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

3

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（ ）二

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島
根
県
庁
及
び
佐
田
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。
）

島
根
県
告
示
第
千
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
林

の
指
定
を
す
る
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示

す
る
。平

成
十
五
年
十
二
月
二
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

保
安
林
の
所
在
場
所

八
束
郡
八
雲
村
大
字
西
岩
坂
一
八
七
四
の
一
、
一
八
七
五
、
三
七
〇
七
の
一
、
三
七
〇
七
の
二
、
三

七
〇
八
か
ら
三
七
一
三
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

（ ）一

立
木
の
伐
採
の
方
法

1

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

2

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

3

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（ ）二

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島
根
県
庁
及
び
八
雲
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。
）

島
根
県
告
示
第
千
八
号

次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
と
し
た
か
ら
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一
（ ）一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

那
賀
郡
金
城
町
大
字
小
国
ハ
一
〇
三
、
ハ
一
〇
四
、
ハ
一
〇
四
内
一

（ ）二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

（ ）三

指
定
施
業
要
件

1

立
木
の
伐
採
の
方
法

（ ）1

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（ ）2

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

2

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
（ ）一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

那
賀
郡
金
城
町
大
字
波
佐
イ
一
一
七
五
の
三
、
イ
一
一
七
五
の
四
、
イ
一
二
六
六
の
一
、
イ
一
二

六
六
の
二
、
イ
一
二
六
七
、
イ
一
二
六
七
の
一
、
イ
一
二
六
七
の
二

（ ）二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

（ ）三

指
定
施
業
要
件

1

立
木
の
伐
採
の
方
法

（ ）1

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（ ）2

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

2

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

平成15年12月 2 日 第1,527 号島 根 県 報



（ 9 ）

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島
根
県
庁
及
び
金
城
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。
）

島
根
県
告
示
第
千
九
号

次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
と
し
た
か
ら
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

邇
摩
郡
仁
摩
町
大
字
大
国
町
字
シ
ャ
ク
ロ
三
九
一
五
の
五

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

（ ）一

立
木
の
伐
採
の
方
法

1

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

2

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

3

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（ ）二

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島
根
県
庁
及
び
仁
摩
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。
）

公

告

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
22年
政
令
第
16号
）
第
167

条
の
6
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
15年
12月

2
日

島
根
県
教
育
委
員
会
教
育
長

広
沢

卓
嗣

1
入
札
に
付
す
る
事
項

（
1）
件
名

文
化
財
複
製
品
製
作
業
務

（
2）
入
札
案
件
の
仕
様
及
び
数
量
等

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

（
3）
納
入
期
限

平
成
16年

3
月
26日

（
4）
納
入
場
所

島
根
県
松
江
市
殿
町
1
番
地

島
根
県
教
育
庁
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー

2
入
札
参
加
資
格

（
1）
平
成
15年

3
月
ま
で
に
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
25年
法
律

214号
）
に
規
定
す
る
重
要
文
化
財
の
複
製
品
を
製
作
、
納
入
し
た
実
績
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

（
2）
地
方
自
治
法
施
行
令
第
167条

の
4
第
1
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

（
3）
地
方
自
治
法
施
行
令
第
167条

の
4
第
2
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
実

が
あ
っ
た
後
2
年
間
を
経
過
し
な
い
者
で
な
い
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
者
を
代
理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の
使
用
人
又
は
入
札
代
理
人
と
し
て
使
用
す
る
者
で

な
い
こ
と
。

（
4）
島
根
県
が
行
う
建
設
工
事
等
の
請
負
又
は
物
品
の
購
入
若
し
く
は
製
造
の
請
負
の
指
名
競
争
入
札

に
つ
い
て
指
名
停
止
の
措
置
を
受
け
、
入
札
日
に
お
い
て
そ
の
措
置
の
期
間
が
満
了
し
て
い
な
い
者

で
な
い
こ
と
。

（
5）
島
根
県
会
計
規
則
（
昭
和
39年
島
根
県
規
則
第
22号
）
第
60条
の
3
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え

た
者
で
あ
る
こ
と
。

3
入
札
の
日
時
等

（
1）
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
690－0887

島
根
県
松
江
市
殿
町
1
番
地
島
根
県
立
博
物
館
内

島
根
県
教
育
庁
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
歴
博
整
備
担
当

電
話
0852－22－6281

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
0852－22－6728

平成15年12月 2 日 第1,527号島 根 県 報
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電
子
メ
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ル

k
od

ai＠
p

ref.sh
im

an
e.jp

（
2）
入
札
説
明
書
の
交
付
方
法

平
成
15年
12月

2
日
か
ら
平
成
15年
12月
10日
ま
で
の
間
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。）、

上
記（
1）の
場
所
に
お
い
て
交
付
す
る
。

交
付
時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
1
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
と
す
る
。

希
望
す
る
者
に
は
入
札
説
明
書
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
た
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
入
札
説
明
書

を
交
付
す
る
の
で
、
企
業
名
、
担
当
部
課
名
、
担
当
者
名
、
電
話
番
号
及
び
送
付
先
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
て
交
付
期
間
中
に
上
記（
1）ま
で
申
し
込
む
こ
と
。

な
お
、
入
札
説
明
会
は
、
実
施
し
な
い
。

（
3）
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
の
提
出

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
入
札
参
加
資
格
の
確
認

に
必
要
な
書
類
を
あ
ら
か
じ
め
提
出
す
る
こ
と
。

な
お
、
開
札
日
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
れ

に
応
じ
る
こ
と
。

（
4）
入
札
の
日
時
、
場
所
等

日
時
平
成
15年
12月
19日

午
後
2
時
か
ら

場
所
島
根
県
松
江
市
殿
町
1
番
地
島
根
県
立
博
物
館

な
お
、
郵
便
に
よ
る
入
札
は
認
め
な
い
。

（
5）
開
札
の
日
時
及
び
場
所

即
時
開
札
す
る
。

（
6）
再
度
入
札

2
回
ま
で
行
う
。

（
7）
入
札
の
取
り
や
め
又
は
延
期

不
正
の
入
札
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
天
災
地
変
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
島
根
県
会
計
規
則
第
61条
の
3
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
入
札
を
取
り
や

め
、
又
は
入
札
期
日
を
延
期
す
る
こ
と
が
あ
る
。

4
そ
の
他

（
1）
入
札
保
証
金

入
札
者
が
見
積
る
契
約
金
額
の
100分

の
5
以
上
を
入
札
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
島
根
県
会
計
規
則
第
61条
の
2
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
免
除
す
る
。

（
2）
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
が
入
札
を
し
た
と
き
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
他
島
根
県
会
計
規
則
第
63条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
当
該
入
札
者
の
入
札
は
無
効
と
す
る
。

（
3）
落
札
者
の
決
定
方
法

島
根
県
会
計
規
則
第
62条
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
の
範
囲
内
で
、
最
低
の
価
格

を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

（
4）
契
約
保
証
金

契
約
金
額
の
100分

の
10以
上
を
契
約
締
結
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
島
根
県
会
計
規
則
第
69条
の
2
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
免
除
す
る
。

（
5）
前
金
払
の
有
無

前
金
払
は
行
わ
な
い
。

（
6）
そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

教

育

委

員

会

告

示

島
根
県
教
育
委
員
会
告
示
第
五
号

島
根
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
島
根
県
条
例
第
六
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
記
念
物
を
島
根
県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日

島
根
県
教
育
委
員
会
委
員
長

中

村

俊

郎
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種

別

名

称

員

数

所

在

地

所

有

者

天
然

記
念
物

志
多
備
神
社
の
ス
ダ
ジ

イ

一

株

八
束
郡
八
雲
村
西
岩
坂
一

五
八
九

志
多
備
神
社
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島
根
県
教
育
委
員
会
告
示
第
六
号

島
根
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
島
根
県
条
例
第
六
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
記
念
物
を
島
根
県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日

島
根
県
教
育
委
員
会
委
員
長

中

村

俊

郎

収

用

委

員

会

告

示

島
根
県
収
用
委
員
会
告
示
第
一
号

島
根
県
収
用
委
員
会
告
示
の
左
横
書
き
の
実
施
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日

島
根
県
収
用
委
員
会
会
長

吾

郷

計

宜

島
根
県
収
用
委
員
会
告
示
の
左
横
書
き
の
実
施
等
に
関
す
る
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
定
め
ら
れ
て
い
る
収
用
委
員
会
告
示
（
以
下
「
既

存
告
示
」
と
い
う
。
）
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
こ
と
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

（
形
式
の
変
更
）

第
二
条

既
存
告
示
の
形
式
は
、
島
根
県
告
示
の
左
横
書
き
の
実
施
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
五
年
十

月
十
四
日
島
根
県
告
示
第
八
百
六
十
五
号
。
次
項
に
お
い
て
「
左
横
書
き
規
程
」
と
い
う
。
）
の
規

定
に
よ
る
告
示
の
改
正
の
例
に
よ
り
左
横
書
き
に
改
正
す
る
。

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
収
用
委
員
会
告
示
の
改
正
が
左
横
書
き
規
程
の

規
定
に
よ
る
告
示
の
改
正
の
例
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
改
正
方

法
を
会
長
が
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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種

別

名

称

員

数

所

在

地

所

有

者

天
然

記
念
物

雪
田
長
源
寺
の
枝
垂
桜

一

株

邑
智
郡
羽
須
美
村
雪
田
五

〇
一

長
源
寺



（12）

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日
印
刷

平
成
十
五
年
十
二
月
二
日
発
行

発
行
者

島

根

県

発
行
所

印

刷

松
江
市
殿
町

松
江
市
学
園
南

島

根

県

庁

松
陽
印
刷
所

定
価
一
箇
月

金
二
千
四
百
二
十
円
（
送
料
共
）

毎
週
火

金
曜
日
発
行
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